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第6章労働費

労働諸費

労働諸費

1 内職相談事業

相談日毎週月曜日、木曜日

時 間午前9時から午後4時まで

場 所市役所市民相談室

相談状況 平成29年度は211人の相談があり、 80人に対して内職のあっせんをしました。

2 技能功労者表彰事業

永く同一の職業に従事し、技能の錬磨、後進の育成等により産業の発展に寄与し、功績のあった8業

種目人の技能者を富士宮市技能功労者表彰要綱に基づいて表彰しました。

3 勤労者福祉事業

(1）富士宮市勤労者共済会（愛称＝ハピネスふじゃま）

市内の中小企業の勤労者及び事業主が集まり、 1事業所では実施が難しい様々な福利厚生制度を充実

させ、勤労者にゆとりと農かさを実感してもらうとともに、福利厚生面においての大企業との格差を

縮小することにより、中小企業の人材確保と定着を図ることを目的としています。

年度末会員事業所数 237事業所

年度末会員数 1,192人

勤労者共済会の健全運営及び発展のため、運営費の補助を行いました。

富士宮市勤労者共済会補助金 737万2,000円

(2）利子補給・補助金

資 金 名 ｜新規借入件数

勤労者住宅建設資金｜ 39 

数件給
一3

補
一
r

子一
z
f
一

支払利子額（円） ｜ 利子補給額（円）

16,864,595 I 4,096,407 

(3）各種資金の貸付け

貸付事業名 市預託金（円） 融資枠（円） 融資件数 年利率（%） 償 還 期 間

勤労者生活
3,000,000 7,500,000 7 

一般 1.80 5年以内

資金貸付事業 育児等 1.30 （育児等は元金据置きl年以内）

勤労者教育
30,000,000 75,000,000 27 1.50 

5年以内

資金貸付事業 （元金据置き最長5年）
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4 各種団体会費等負担金

団体名 概 要

富士宮地区
雇用対策協議会

新規学卒者を重点に、中高年齢者等の労働力の需要と雇用の安
定を図るため、ハローワーク等の関係機関と密接な連絡をとり
ながら雇用対策の推進に努めた。

5 市単独事業費補助金

負担金額（円）

510,000 

勤労者の安定した生活と組織の育成を図るため、労働者団体の活動に対する助成を行いました。

補助事業名｜交 付 先 ｜金 額（円）

富士 ・富士宮地域メーデー 連合静岡富士 ・富士宮地域協議会 97,000 
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第7章農林水産業費





第7章

業費

農林水産業費

第1節 EIII 
扇竜

1 農業委員会費

(1）委員の状況

ア 農業委員及び農地利用最適化推進委員

名 称 総数

農業委員 19 

名 称

農地利用最適化推進委員

イ 会議開催状況

~ 、 議 glj 

総 f耳、

農地利用最適化推進会議

ウ農地管理

内

認定農業者 中立委員 そ の

12 1 6 

総数｜地区数

13 13 

延べ人員 回 数

335人 12回

338人 12回

（ア）農地法関係事務処理状況

名 称、

届出 許可不要の農地の所有権移転及び権利の設定

農地法第3条
許可 農地の所有権移転及び権利の設定

届出 市 街 化 区 域

農地法第4条
許可 市 街 化 調 整 区 域

届出 市 街 化 区 域

農地法第5条
許可 市 街 化 調 整 区 域

農地法第四条 質 貸 借 の 解 約

非農地証明 農地以外の用途で 10年を経過

事 業 計 画 泊ρ‘之・ 更 申 自青 及 び 届 出

転 用 事 実 の 証 明

耕 作 証 明

諸証明（許可済み証明 ・ 提出中の証明）
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訳

総数のうち
他 50歳未満

1 

日 数

12日

12日

件数（件）

28 

84 

45 

24 

172 

51 

40 

62 

8 

16 

50 

70 

（単位：人）

総数のうち女性

2 

審議件数

246件

＼＼＼  

面積（ha)

8.66 

35.54 

2.74 

2.21 

13.09 

4.93 

16.98 

7.52 

0.36 

0.98 



（イ）用途別農地転用状況

住宅｜ 工 場 ｜ 植林 ｜ その他 ｜ 合計

件数 ｜面積（ha)I件数｜面積（ha)I件数｜面積（ha)I件数 ｜面積（ha)I件数 ｜面積（ha)
140件 5.48 1件 0.10 33件 6.82 180件 I1a.10 I 354件 I30.50 

エ贈与税・相続税納税猶予制度の状況

区分 ｜ 件数（件）

贈与税納税猶予 I o 
相続税納税猶予 I 1 

筆
一

数
一
o一日

筆 面積（ rrl ) 。
5,848 

(2）農業者年金業務受託事業

農業者年金は、 1970年（昭和45年）に創設され、現在の受給者数は176人です。

平成14年1月から新制度がスタートし、将来の年金給付に必要な原資をあらかじめ自ら積み立てていく

方式となり、その時々の加入者数等には左右されにくい長期の安定したものとなりました。現在の加入

者数は54人です。 （単位： 人）

加入者 ｜ 旧 制度受給者 ｜ 新制度受給者

｜ ｜ ｜老齢年金と｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜老齢年金と｜
政策支援｜ ｜ ｜ ｜老齢年金｜経営移譲｜特例老齢｜旧制度｜老齢年金｜ ｜新制度
加入 ｜通常加入｜計｜経営移譲｜ のみ ｜年金のみ｜ 年金 ｜ 計 ｜ のみ ｜特例付加 ｜ 計

I I l 年金併給｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜年金併給 ｜ 副l

13 I 41 I 54 I 67 I 64 I s1 I 6 I 114 I 24 
※ 新・旧両制度に加入している者を含むため、現在の受給者数とは一致しない。

6 30 

2 農業総務費

(1）県営土地改良事業負担金

事業名 （地区名） 事業費（円） 市負担金（円） 事 業 概 要

集落基盤整備事業 農道 294m 
283,150,000 70,787,500 営農飲雑用水管水路 5,490m

（朝諺高原地区）
営農飲雑用水配水池 3基

農 地 整 備 事 業
45,000,000 9,000,000 管水路 32ha

（富士根南地区）

農地防災ダム事業
400,000 

システム改造業務 式
（大倉 川 ダム

8,000,000 
除塵機設備更新 一式

農業農村整備事業
2,000,000 1,000,000 調査委託 一式（安居山用水）

ρ同、 計 338,150,000 81,187,500 

(2）市単独事業費補助金

団 体 名 ｜事業費（円）｜補助金（円）｜県営土地改良事業名（地区名）｜ 事業概要

富士根畑そう土地改良区

外神畑総土地改良区

6,278,4121 6,147,4101畑地帯総合整備事業（富士根）｜土地改良財産管理等

44,281,248 I 43,516,169 I畑地帯総合整備事業（外神）｜土地改良財産管理等

3 農業振興費

(1）食のまちづくり推進事業

民
U
Q
d
 



郷土の豊富な食材をPRし、地産地消による安全安心な食生活を推進するとともに、 「食を通じた市民

の健康と幸せづくり」を実現するため、食育の推進、地域の食材に関する調査・研究並びに商品開発、

交流都市、大学との連携活動を行いました。

委託

名称 ｜ 概要 金額（円） 委託先 契約方法

食品セミナーの開催、食l I -

長山一構想推進l:ttl：~.品五；： トへ I 4,500.000 I長室長率一ドルー｜ 随意契約

(2) 担い手育成総合支援事業青年就農交付金

前期（9用支給） 後期（3用支給）
交付金額合計（円）

交付人数（人） 交付金額（円） 交付人数（人） 交付金額（円）

19 14,250,000 18 13,500,000 

交付人数（組） 交付金額（円） 交付人数（組） 交付金額（円） 32,250,000 

2 2,250,000 2 2,250,000 

(3）農地利用集積の推進

規模拡大志向農家に農地を集積し、経営の安定的発展を図るために利用権等の設定を推進しました。

区 分｜件数（件）｜面積（凶）

権設

権移

定
一
転

160 

10 

886,236.43 

249,162.00 

(4）各種団体会費等負担金

農業祭運営委員会に対し80万円を助成しました。同委員会では、市内で生産された農産物等を消費者

である市民に紹介し、農業への理解をより深めていただくため、農業祭を平成29年11用18日、 19日に朝

露アリーナを会場として富士地域畜産まつりと合同で開催しました。祭では、農産物品評会、即売会、

青空市場等の諸行事に多くの市民の来場がありました。また、富士宮市フードバレー推進協議会が主催

するフードバレーふじのみやグルメコーナーを同時開催しました。

(5）市単独事業費補助金

ア 茶園転換支援事業費補助金

茶から他の作物へ転換を図るための農地整備等を実施する農家に補助しました。

事業内容 ｜ 件数日午） ｜ 転換面積 Ca) I交付金額（円）
茶園転換支援事業 5 128 1,230,000 

イ 農業近代化資金利子補給補助金

農業経営の規模拡大と近代化を図るために、市が利子補給を行い、低利な資金を融資するもので、

利用状況は次のとおりです。

資金名 ｜ 件数（件）

22 

利子補給対象額（円）

農業近代化資金 173,550,000 

利子補給額（円）

272,911 

《

OQU
 



ウ 漁業近代化資金利子補給補助金

養鱒業の経営の安定及び近代化並びに生産性の向上を図るために、市が利子補給を行い、低利な資

金を融資するもので、利用状況は次のとおりです。

資 金 名 ｜ 件数（件） ｜利子補給対象額（円） 利子補給額（円）

漁業近代化資金 1 5,376,000 5,023 

エ市農業振興推進協議会補助金

市農業振興推進協議会に対し112万円を助成しました。同協議会では、耕種、果樹園芸、畜産、振興

の各部会及び地域の農業者が協調しつつ、独自の発想を持って農業活性化に取り組み、講習会及び研

究会の実施並びに品評会及び研修会への参加等の活動を行いました。

(6）国・県支出金を伴う事業費補助金

ア 多面的機能支払交付金

地

大

多面的機能支払交付金実施要綱に基づき、市から農村環境の保全等の事業計画の認定を受けた組織

に対し、市が園、県及び市の交付金を一括して交付し活動を支援しました。交付金の負担割合は、国

1/2・県1/4・市1/4となっています。

区 活 動 団 体 名 協定面積（ha) 交付金額（円） 市負担金（円）

原 いいな故里は、守ろう原i堕み会 32.84 1,514,056 378,514 

鹿 窪 縄文の里 fおおしか幸区J 18.20 854,680 213,670 

半野・佐折 天子ヶ岳の郷保容の会 41.60 1,935,224 483,806 

下 条 南条の里農地保全会 56.20 2,486,040 621,510 

計－ 148.84 6,790,000 1,697,500 

イ 中山間地域等直接支払交付金

中山間地域等直接支払交付金実施要領に基づき、生産条件が不利な中山間地域等の一団の農用地に

おいて、農村環境の保全や農業生産活動の向上等の事業計画の認定を市から受けた組織に対し、市が

園、県、市の交付金を一括して交付し、活動を支援しました。

集 落 名 ｜ 協定面積（ha) ｜交付金額（円） 負 担 割 ム
Eヨ

上 羽 指骨 3.978 835,380 県特認地域 国1/3・県1/3・市1/3

ウ 農業経営基盤強化資金利子補給補助金

認定農業者の農業経営の規模拡大や施設整備を図るために、県及び市が利子助成を行い、長期かっ

低利な資金を融資するもので、利用状況は次のとおりです。

資 金 名 ｜ 件数（件） ｜ 利子助成対象額（円） 利子助 成額（円）

農業経営基盤強化資金 41 1,302,013,319 3,380,951 

4 畜産振興費

(1)鳥獣害防止対策事業

ア 有害鳥獣被害防止設備設置事業費補助金
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野生鳥獣から農林水産物の被害を低減するため、市内の鳥獣被害対策を実施する農林水産業等を営

む方を対象に、資機材の購入に係る経費を助成しました。この総数は、申請件数62件で、助成額198万

6,000円でした。

イ 富士宮市鳥獣被害対策実施隊

平成26年4月1日に富士宮市鳥獣被害対策実施隊（10人）を設置し、平成29年度は有害鳥獣のニホン

ジカ835頭、イノシシ96頭を捕獲し、農林水産業の被害の防止及び軽減に努めました。

(2）各種団体会費等負担金

ア 富士地域畜産まつり負担金

平成29年11月18日、 19日に朝寝アリーナで、農業祭と合同で富士地域畜産まつりを開催しました。

イベントの内容としては、畜産まつりで畜産堆肥共励会、畜産物の抽選会、小動物とのふれあいコー

ナ一等を行いました。

なお、負担金の内訳は、富士宮市63万円、富士市10万円でした。

イ 市畜産振興推進協議会負担金

富士宮市、農業関係団体及び関係機関が連携し、家畜の飼養形態に即応した衛生体制の確立、飼育

環境の整備、疾病傷害の防止、飼養管理技術の向上等を図り生産性を高め、もって畜産の健全な発展

に資することを目的とする協議会の運営のため、 20万円を負担しました。

(3）市単独事業費補助金

ア 優良後継牛人工授精事業補助金

市内の牛の資質向上及び低コストの乳・肉生産を図るため、優秀な種雄牛の精液を人工授精し、優

良子牛を生産する事業を行う農家に対し70万円を助成しました。

イ 畜産堆肥利用促進補助金

畜産堆肥の利用を促進するため、 33戸に72万6,300円の補助金を交付し、 746トンの堆肥の利用が促

進されました。

ウ 死亡獣畜処理輸送事業補助金

死亡獣畜の適正な処理を推進するため、指定された施設に農家が処理を依頼する際の輸送費を助成

しました。この助成総額は142万円でした。

エ スズメパチ駆除助成金

スズメパチによる危害を防止し、安全な市民生活を確保するため、駆除業者に支払う費用の一部を

助成しました。この助成総額は98万7,000円でした。

(4）市単独運営費補助金

市畜産振興推進協議会補助金

県及び家畜保健衛生所の指導により、獣医師会、農業共済組合、市内3農協、畜産団体及び畜産農家を

中心とした自衛防疫組織の強化育成を図り、家畜衛生の万全に努めました。この助成費は1,119万4,130円

でした。

また、牛病・豚病の各種予防注射を実施するとともに、鶏病予防のためのワクチン接種の啓発を行

い、家畜伝染病の発生防止を図りました。

(5）国 ・県支出金を伴う事業費補助金
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畜産競争力強化対策整備事業費補助金

地域の中心となる経営体が実施する規模拡大事業に対し補助し、地域の収益性の向上に努めま した。

事業内容｜交付件数（件）｜総事業費（円） ｜ 交付金額（円）

施設整備事業 2 828,667,800 356,729,000 

5 回貫湖貯水・大倉川防災夕、ム管理費

大倉川防災ダム管理費負担金

事 業 名 ｜事業費（円）｜市負担金（円）｜ 事業概要

大倉川農地防災ダム管理事業｜ 37ぇ990,000 I 1s,99s,ooo ｜施設保守管理委託、維持管理業務等

6 県単土地改良事業費

県単独補助用排水路改良事業（補助率1/3)

工 事

名 称 工種・概要

工事延長 L=28.6m 
水路工 L=28.3m 
擁壁工 L=25.lm 

金額（円）

明善谷戸堀用排水路
改良工事（青木地内）

2,980,800 

者
一

綱

『

呈
民

注
一

脚

受
一
四

法
一
沌
札

方
一
出
入

約
一
一
抗
争

契
一
公
競

区司
本工事では、 28.6メートノレの区間で、水路の老朽化等により、水路からの潟水や隣接する道路路肩に

悪影響を及ぼし、農業用水の機能を損なっていた水路を県費補助事業により改修し、用水の適正な管理が

図られました。

第2節林業費

1 林業総務費

施設維持管理費

指定管理者による管理

名称

天子の森管理業務

概 要 円
一∞

re
、一
nu－nU
 

額
一
川

金一
2 ム読

者
一
議一協

理一
一営

管
一
運一森

定

一一の

指

一子天管理運営

~ 
キャンプ2,428人、パ｝ベキュー1,250人の利用がありました。

2 林道事業費

県単独補助林道改良事業

工事

名 称、 概 要 金額（円） 受 注 者 契約方法

林道湯之奥猪之頭線
延長 L=35.5m 

公募型指名フ令ロック積み工 A=58.lnf 5,810,400 側川俣組
競争入札改 良 工 事

アスフアルト舗装工 A-161.3nf 

延長 L=33.9m 
公募型指名林道富士山麓線

根継工 L=18.5m 6,720,840 側寺原土木
競争入札改 良 工 事

法面保護工 A=l46nf 
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第8章商工費

商工費

1 商工業振興費

商工業振興事業

(1），特産品の振興

地元特産品の振興に資するため、協同組合富士山特産品振興会に委託して次のイベン トに参加し、特

産品のPR及び販路の拡大に努めました。

開 催 日 行 事 名 開催場所

平成29年4舟19日 東京観光物産展 東京都千代田区

平成29年6刃4日 安土信長まつり 滋賀県近江八幡市

平成29年9用24日 特産品フェア 富 士 宮 市

平成29年10月6日 東京観光物産展 東京都千代田区

平成29年10月21日及び22日 小牧市民まつり 愛知県小牧市

(2）商店街の活性化

中心市街地の活性化を図るため、まちなかアートギャラリーを開催した富士宮商工会議所に90万円を

補助しました。

商店街活性化事業として「宮町まつりJを実施した、 宮町商店街振興組合に200万円を補助しました。

(3）商店街空き店舗等対策事業

商店街の空き店舗への出店者に対して、店舗内外装の改修費用や備品購入費の一部を補助しました。

交付件数 4件 交付総額 414万3,510円

(4）住宅 1）フォーム宮クーポン事業

住宅関連産業及び商店街・商業店舗の活性化を図るため、住宅リフォーム宮クーポン事業を実施した

富士宮商工会議所に3,600万9,440円を補助しました。

件数 309件 市内建設事業者工事総額 2億9,870万1,609円 クーポシ助成額 3,247万7,000円

(5）栄州市産業調査訪問団派遣事業

栄州市に産業調査訪問団を派遣し交流を図るとともに、栄州市産高麗人参のふるさと納税への活用

と、富士宮産窟土ひのきのPRについて意見交換を行いました。

派遣期間平成29年10用20日～23日

派遣者 企画部長、商工振興課長、地域政策推進室長、知財戦略・商業係長、企画戦略課担当等

2 観光費

(1）市単独まつり推進事業

団 体 名 概 要 補助金額（円）

織田信長サミット
信長公と富士宮市の関わりを富士宮市民及び市外に向け情報

実行委員会補助金
発信し、サミットと信長公黄葉まつりの市内外からの集客に 10,800,000 

繋げるために実施した。

田賞湖まつ り 北部地域を代表する冬のイベントを行うことにより、観光誘 1,000,000 
実行委員会補助金 客の拡大と地域の活性化を図るために実施した。

-100-



(2）観光振興事業

ア 富士登山ナピグータ設置事業

委託

名 称 概 要

登山期間中、五合目において登山者に対

富士登山ナピゲータ
し装備などの登山指導や観光案内を行

設置事業
い、避難事故及び道迷いを未然に防止す
るとともに来訪者の利便性向上に努めま
した。

~ 

金額（円） 委託先 契約方法

公益社団法人
7,850,520 富士宮市 随意契約

観光協会

富士山夏山登山期間中（7月10日から 9JJ 10日まで）、五合目を訪れた観光客のうち 1万7,655人（うち

外国人5,184人）に対し、装備や富士登山に関する指導を行い、遭難事故を未然に防止しました。さらに、

この観光客のうち2,220人（うち外国人878人）に対し、富士宮市内の観光案内を行い、下山後の市内観光な

どをPRしました。

イ 観光誘客活動事業

観光誘客事業について、次のとおり実施しました。

委託

名称｜ 概 要 ｜金額（円）｜委託先｜契約方法

観先誘客活動事業｜まちなか及び周遊体験コンテンツの磨き上げ、テスI3;898,800 I一般社団法人｜随意契約
lトツアーの実施、中間及ぴ成果報告会 ｜ ｜エコログyク｜（プロポーザル）

~ 
商店街及びタクシー会社に対して、ヅアー企画ワークショップと英語で対話するおもてなしの会を実施し

ました。

商店街では、ツアーワークショップに7日延べ56人、おもてなしの会に6日延べ47人が参加しました。

タクシー会社では、ツアー企画ワークショップに7日延べ103人、おもてなしの会に6日延べ88人が参加

しまじた。またタクシードライパー向けに、観光地の英語案内（セノレフガイドシート）を作成しました。海

外セールス用のパンフレットを作成し、海外エージェントに対し、セーノレスを行いました。

(3）スポーツ・レクリエーション観光都市推進事業

観光ウォーキング事業費補助金

スポーツ・レクリエーション観光都市を推進するため、市内観光資源を巡るウォーキングコースを活

用して、市内外から誘客を図りました。

交付件数 1件 10万円

参加者 101人（うち市外参加者30人）

(4) 観光基盤整備事業

委託

名 称 概 要 金額（円） 委託先 契約方法

白糸の滝売店移転準備会を立ち上げ4回
開催しました。個店ヒアリングも10回

側千代田コン
白糸ノ滝売店集約化 行い、移転についての意思確認を行う

9,309,600 サノレタント 随意契約事業基本設計業務 ととちに、集約店舗整備に係る建築ノレー
ノレ、店舗の運営ノレーノレ及び集約店舗敷地

静岡営業所

達成について協議しました。

田賀湖キャンプ場エリア 現況調査、課題の抽出、基本方針の検
4,320,000 

（槻フジヤマ 指名競争
整備基本構想策定業務 討、設計協議、基本構想図作成 富士営業所 入札
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工事

名 称 工種 ． 概要 金額（円） 受注者 契約方法

公衆トイレの新築

神田川観光駐車場
構造 ：鉄筋コンクり｝ト造平屋建て 公募型

無双建設側 指名競争
トイレ整備工事

床面積： 1階91.14ni 46,936,800 
建築面積： 101.87ni 入 札

外構工事

区盟
市外の観光客が、明るくて締麗なトイレを快適に使用できる施設として整備しました。

(5）施設維持管理費

ア委託

名 称 概 要

白糸の滝公衆トイレ
トイレの管理及び清掃

清掃管理業務

まちなかエリア
トイレ及び広場の管理及び清掃

観光施設管理業務

神田川ふれあい広場
樹木欝定、消毒、施肥ほか

樹木管理業務

神田川観光駐車場
駐車場の管理業務（インターフォン

管理業務
受付、業務報告、売上管理業務、混
雑時案内ほか）

富士山せせらぎ広場 生垣刈込、高木頭定、土の入替及び

管理（樹木管理）業務 土壌改良ほか

イ 指定管理者による管理

名 称

田貫湖キャンプ場施設管理業務

(6）道の駅地域振興施設運営事業

委託

名 称

道の駅朝援高原施設管理
及び清掃業務

道の駅朝露高原長寿命化
工事実施設計業務

概

概要

管理運営

要

施設管理及び清掃

本棟の麗根、外壁、電気設
備等の改修の実施設計

(7）新稲子川温泉ユー・トリオ運営事業

ア利用状況

金額（円） 委 if 先 契約方法

7,930,000 公益社団法人 臨意契約
富士宮市観光協会

2,720,264 
公益社団法人富士宮市

随意契約
シルバ一人材センター

2,288,000 赤池造国側 指名競争入札

アマノマネジメント
4,281,120 

サービス側
随意契約

3,132,000 （鶴小林進国 指名競争入札

金額（円）｜ 指定管理者

3,908,000 ｜田貫湖キャンプ場運営委員会

金額（円） 委託先 契約方法

16,000,000 側富士山 随意契約

3,510,000 
11佐設計工房一級

指名競争入札
建築士事務所

入場者数 5万5,291人（平成29年4用1日 リニューアノレオープン）

イ 指定管理者による管理

名 称

新稲子川温泉ユー・トリオ管理運営業務

概要

管理運営
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ウ委託

名 称、 概 要 金額（円） 委託先 契約方法

新稲子川温泉ユー・トリオ
測量業務、設計業務

（櫛千代田
指名競争

園地整備に伴う測位 ・設計業務 9,482,400 コンサノレタント
静岡営業所 入札

(8）富士山天母の湯運営事業

ア利用状況

入場者数 7万8,242人（平成30年2J.J 1日から平成30年2舟28日まで休館）

イ 指定管理者による管理

名称

富士山天母の湯管理運営業務

金額（円）

3,841,642 

者
一一岡

理
一
静一ズ

管
ご一ア

定
一
叫

－
t
t
 

指

ウ工事

名 称、 工種 ． 概要 金額（円） 受注者 契約方法

富士 山 天母 の 湯
・トップライトの改修 公募型

トップライト等改修工事 －天井の改修 22,690,800 側川俣組 指名競争
－空調設備の改修ほか 入 キし

~ 
施設の老朽化により雨漏り等が生じていたため施設の環境整備を行いました。利用者が快適に過ごすこと

ができる施設となりました。

(9）各種団体会費等負担金

名 称、 概 要 金額（円） 業者名 契約方法

・マ ケテイングデータの収集、
分析

富士地域観光振興協議会 ・継続的かっ低負担で実践できる

負担金のうち、富士地 マーケティングデータ収集の仕
2,997,540 特定非営利活動 随意契約

域 DM O設置検討事業分 組みの検討 法人 SCOP  （プロポーザル）
・ターグヅト分析
－富士地域DMOの必要性や関係
する組織等との役割分担の導出

区亙
マーケティングデータの収集・分析から、富士地域の現状を分析し、課題を共有できました。また、継続

的かつ低負担で実践で、きるマーケティング方法について課題整理を行うことができました。

(10) 市単独事業費補助金

既存宿泊施設整備補助金

世界遺産のまちとしてのおもてなしの質を高め、より一層の増加が予想される外国人観光客等を受

け入れるための環境整備と して、既存の宿泊施設の整備を行いました。

交付件数 5件 330万円
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3 富士山衛生センター費

富士山衛生センター運営事業

富士山衛生センターは7月21日から9月3日（8月28日から29日までは閉鎖）までの43日間開設しました。

医師が常駐し、開設期間中の利用者は488人で、診察の約72%が高山病でした。

4 中小企業対策費

(1）中小企業対策事業

ア 中小企業の育成と振興を図るため、小口資金及び短期経営改善資金の利子補給を行い、育成資金に

ついては商工中金‘へ預託を行いました。各種融資の状況については次のとおりです。

制 度 名 口 資 金 短期経営改善資金 育 成 資 金

融 資 件 数（件） 16 47 434 

融 資 金 額 （円） 60,300,000 239,000,000 5,400,000,000 

貸付現在件数（件） 87 18 260 

貸 付 残 高 （円） 180,430,000 89,500,000 5,528,000,000 

預 lf; 金 額 （円） 一 10,000,000 

利子補給金額（円） 970,253 279,190 

利子補給金予算額（円） 1,427,000 351,000 一
対予算比利用状況（%） 67.99 79.54 一

イ セーフテイネット保証制度

業況の悪化している業種に属する中小企業者を支援するために、中小企業信用保険法第2条第5項

第5号に基づくセーフテイネット5号の認定事務を行いました。平成29年度の認定件数は4件でした。

また、金融機関の支店の削減等による経営の相当程度の合理化により借り入れが減少している中小

企業者を支援するために、中小企業信用保険法第2条第5項第7号に基づくセーフテイネット 7号の

認定事務を行いました。平成29年度の認定件数は3件でした。

ウ 中小企業振興懇話会の開催

地域経済を支えてきた中小企業の振興に関する施策について、中小企業者、経済団体、金融機関及

び市が幅広い視点から協議等を行うため、中小企業振興基本条例の基本理念及び施策の基本方針に基

づく、より効果的な事業や新たな振興策などについて意見交換を行いました。平成29年度は4回の懇話

会を開催し、中小企業等実態調査結果に基づく中小企業振興策等の提案などについて協議しました。

(2）富士宮市知的財産支援事業

ア 弁理士無料相談会

中小企業支援対策として、特許、実用新案、意匠及び商標の産業財産権に関する相談に応じること

によって、権利の適正な保護及び利用の促進を図ることを目的として弁理士無料相談会を実施しまし

た。平成29年度の弁理士相談の実績は次のとおりです。
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＼＼＼  4用 5月 6用 7月 8用 9月 10月 11月 12月 1用 2用 3舟 計－

件数

訳内

相談容内

新規相談 。。 2 3 2 1 1 。1 1 4 16 
再相談 1 2 2 。。。1 。 3 2 2 1 14 
個 人 。 2 1 1 。。。 1 1 1 1 9 
1:ι 、 業 1 。2 1 2 1 。 1 2 2 2 4 18 
団体・組合 。。。。。 1 2 。。。。。 3 
特 許 1 2 2 2 1 。。。 1 2 2 4 17 
実用新築 1 。。。。。。。。。。。 1 
意 匠 。。。。。。。。。。。。。
商 様 。。1 。 2 2 2 1 2 1 1 1 13 
その他 。。。。。。。。。。。。。
イ 知的財産権教育事業

知的財産の重要性が増す中、将来を担う児童 ・生徒の知的財産に関する知識、知的創造力育成のた

め、市内の小 ・中 ・高等学校において知的財産に関わる授業・講演 ・セミナーを実施しました。

平成29年度の授業開催実績は次のとおりです。

実 施校｜授業内容

静岡県立富岳館高等学校（2年生対象） 弁理士により、特許・商標 ・意匠 ・実用新案、著作権等につい
て、高校生に関心のある話題を交えて解説しました。

ウ 知的財産権取得事業費補助金

中小企業の支援対策として、特許、 実用新案、商標及び意匠の出願をする中小企業者に対し補助金

を交付しました。平成29年度の補助件数は10件でした。 （内訳 ：特許出願1件、実用新案出願1件、

商標出願8件）

エ 中小企業新技術新製品出展事業費補助金

中小企業の支援対策として、新たな販路拡大とビジネスチャンスを求め自社の製品や新技術を展示

会や見本市等に出展しPRする中小企業者に対し補助金を交付しました。平成29年度の補助件数は22件

でした。

5 消費生活費

消費生活向上事業

賢い消費者づくりを生涯学習の一環と位置付けし、消費生活センターを拠点に情報の収集及び提供などを

行い、賢い消費者の育成を目指しました。

また、消費生活の安全確保のため、近年の著しい高齢化、情報化及び、国際化の進展に伴い急速に増加した

契約及び販売方法に関するトラブル等の未然防止、問題解決のための相談体制の充実、消費者の意識啓発の

推進等に努めました。
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(1）消費者生活相談

相談件数 相 談 内容

教養娯楽物品販売 42杵
投資・金制商品勧誘 ・販売 37件
その他 226件

815件
商品一般 269件
通信サーピス・放送コンテンツ 194件
食料品・健康食品販売 47件

(2）消費者教育・啓発

ア 親子消費者教室

開催日｜内 容｜講 師｜場所

平成29年8月7日｜夏休み親子消費者（おこづかい）教室｜日本FP協会会員 横山 沙織｜市役所710会議室

会

一内

含
興

一

、、，
s

－
講
下
活
一
敗
一
日

市
一
催

イ
一
関 '*' 't:I" 講 師 場 所
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ウ 消費者被害未然防止キャンペーン

実 施 日 名 称 内 n合"' 場 所

啓発パンフレットほか 市役所及び
平成29年5用10日 消費者月間キャンペーン 700部配布 市内商業施設5店舗

啓発パンフレットほか 市役所及び
平成29年12月5日 消費者被害防止年末キャンペーン 700部配布 市内商業施設5店舗

エ まちづくり出前講座

ア 一 マ 講 師 対 象 実施回数 参加人員

悪質商法・契約トラブ1レに巻き
消費生活相談員 一般団体 10回 176人

込まれないために

食品の表示を学ぼう 富士宮市消費者連絡協議会 一般団体 2回 64人

6 工業立地振興対策費

企業立地推進事業

富士山南陵工業団地への企業誘致を開発事業者である大成建設株式会社と協力し、引き合いのある企業に

は個別に訪問し交渉しました。平成29年度は、 1者に対し、 2区画の不動産売買契約を締結しました。

(1）企業立地促進事業費補助金

富士山南陵工業団地の用地を取得し、操業開始をした企業に対して、用地取得に要した金額の20%を

乗じて得た金額及び従業員の新規雇用に係る経費の一部について、補助金を交付しました。

交付先 ｜ 金額（円） ｜新規雇用者数（ 人）

側望用鉄工所 66,000,000 4 

(2）産業振興事業費補助金

事業規模の拡大を目的とした設備投資を行った企業に対して、投下した固定資産（土地・建物・機械

設備）に対する固定資産税・都市計画税の相当額及び従業員の新規雇用に係る経費の一部について、補

助金を交付しました。
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交 付 先 金 額（円） 新規雇用者数（人） （前年度）

テノレモ側 82,036,000 3 

アサヒ飲料（附 88,239,000 2 

側富士セラミックス 5,815,000 (3) 

太洋紙業側 12,153,000 3 

(3）企業立地支援事業費補助金

富士山南陵工業団地に進出した企業に対して、投下した固定資産（建物・機械設備）に対する固定資

産税の相当額について、補助金を交付しました。

交 付先

(4）委託

富士宮通運側

側ザ・トーカイ

,¢.. 
SJi 額

15,413,000 

8,681,000 

北山工業団地等の市有地について、緑地等の適正な維持 ・管理を図りました。

名 称 概 要 金額（円） 委 託 先

北山工業団地周辺 北山工業団地等市有地内の緑
5,886,000 側メンテ三井組緑地等草刈業務 地、調整池及び道路敷等の草刈

北山工業団地周辺 北山工業団地市有地内の樹木の
896,400 （却丸石造園樹木管理業務 興定
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（円）

契約方法

指名競争入札

随意契約


